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研究成果の概要（和文）： 

 研究の目的は中級程度の英語学習者に英語文法を教える上での特別な手法を開発することに
あり、品詞の機能を図解することにより、教室でうまく活用することができるまでに至った。  
  最終目標は、英文産出の円滑な支援をすることにあり、そのため、言語使用域に注目した。
ブリティッシュナショナルコーパスの分析をし、この使用域間での文構造の特徴を明らかにし
て、有益な情報を学習者に提供することも重要なテーマであり、分析はある程度終了した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
An aim of study was to explore a special methodology in teaching English grammar to 

intermediate students in the classroom. Then, I focused on employing diagrammatic 
illustrations in which the function of parts of speech is highlighted. The methodology 
was successfully adopted to my English class. The final goal is to provide students with 
effective information which helps them produce English sentences. Therefore it is 
expedient to deal with the register where English is used. If we clarify the structural 
characteristics among registers and provide that information to the students, they come 
to speak more fluently. In order to provide that information, I analyzed the data of the 
British National Corpus and explored the structure characteristics among registers to 
some extent. 
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１．研究開始当初の背景 
 筆者は英語の教鞭を取る中、学生の英語文
法概念が構築されないという問題を克服す
べく以前からイメージで文法を捉えるとい

う手法を独自に開発した。これは、動詞を自
動車の車体 Vというイメージ図で表わし、基
本５文型を車体とみたて、名詞的、形容詞的、
副詞的という概念をアイコン化して、それが
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文型にどう組み込まれるかを絵によって示
すものである。 
２．研究の目的 
 本研究では、学生の英語文章産出のさまざ
まな場面（日常生活、プレゼンテーション、
エッセイ等のジャンル）では、それぞれに頻
出する特徴的な文法構造があり、その場面に
応じた文法概念の再学習をこの絵解き英語
学習法により行うことによって、より円滑な
英語文章産出が可能になると考える。まずは、
絵解き英文法をより効果的に習得するため
のコンテンツを作成して、パソコン上で学習
可能なものとする。次に場面別、ジャンル別
の文法学習項目の分岐図を作成して、文法事
項の再習得を絵解き英文法のアイディアを
使い実施するシステムを構築する。 
 
３．研究の方法 
 絵解き英文法習得のためのパソコン上で
のコンテンツの開発は、さまざまなアプリケ
ーションを用い行う。まず、車体のアイコン
をプロのデザイナーが作成する。そのアイコ
ンを用い、さまざまな構文の構成をフォトシ
ョップ、インデザイン等で作成する。ウエッ
ブ上でどのように提示するか検討する。 
 本研究では、これまでの筆者の BNCの語彙
分析に関する研究を踏まえ、特定のサブコー
パスで生起率が高い動詞を中心とする統語
分析のプログラミングを開発する。また、言
語スタイルとの関連から統語構造を分析す
る。 
 筆者がこれまで実施した BNCのサブコーパ
スにおけるタグの頻度分析では、それを特徴
的なタグの語彙分析へと進めることで、特定
の動詞タグと関連する語彙を見いだすこと
ができた(Takahashi, 2007)。動詞がどの品
詞よりも統語構造との関連が強いと想定し
て、統語分析の手始めとして、これらの動詞
の統語分析に注目する。 
 具体的には、BNC において、「age 0-14 の
少女」は、タグ VVZ（-s動詞）の使用が他の
サブコーパスよりも頻度が高い。activity 
verb としては、goes, says, gets, comes, 
looks, gives, takes, puts な ど、 また 
stative verbs では、wants, thinks, knows, 
likes などが挙げられる。ここで Hornby 
(2000)の動詞パターンを用いた基本文型に
ついてこれらの動詞の文型を当てはめると、
goes, comes などは、V+adv./prep (verb + 
adverb or prepositional phrase)の型、gets, 
gives, takes, puts は VN(verb + noun 
phrase)の型であると容易に予想できる。で
は、goes が V-ADJ(verb +adjective)の型は
どの程度の割合で含まれるのか、また、この
サブコーパスと対極に位置する「age60+の男
性（多変量解析の結果に基づく）」では、割
合がどう変わるのか、多種の文型を持つ gets

についてはどうであろうか、との疑問が生じ
る。 
 理論的背景としては、言語スタイルの観点
から、最も vernacular（日常口語的かつ通語
的とでも表現すべきか）であるとされる BNC
のサブコーパス、「age 0-14 の少女」におい
て、統語的に他のサブコーパスとは著しく異
なった特徴を、上記の動詞群の文型の分析よ
り明らかにすることにあると言える。つまり、
vernacular styleを特徴付ける動詞とその文
型を探ることにある。 
  
４．研究成果 
 絵解きのアイコンにより文法概念を構築
する手法は、より説得力のある教授法へと展
開した。以下の習得項目をアイコンとともに
列挙する。 
 
1.1  第Ⅲ文型(車体・運転席・荷台) 
  
 
           S：主語 ０：目的語 
1.2  第Ⅰ文型  
 
   
   
1.3 再度第Ⅲ文型  
2.1 副詞について（その１）  
  
   
 
           タイヤを持つ副詞 
2.2 副詞について（その２）  
3.1 自動詞、他動詞について  
4.1 第Ⅳ文型  
 
 
           目的語２個 
5.1 第Ⅱ文型  
 
 
 
           C：補語 
6.1 第Ⅴ文型  
 
 
 
 
7.1 形容詞  
 
           前置修飾 
             
7.2 前置詞＋目的語＝形容詞  
 
 
 
           後置修飾 



 

 

 
8.1 不定詞  
8.2 不定詞の名詞的用法  
 
 
 
8.3 不定詞の形容詞的用法  
 
 
        7.1参照 
 
8.4 不定詞の副詞的用法  
 
 
        7.2参照 
 
8.5 不定詞(その他)  
 
 what to do, when to start 等 
 
9.1 絵解き５．１文型  
 
 
 
 
 
     I told him to go there.  
 
9.2 絵解き５．２文型（使役動詞） 
 
 
 
 
     I told him to go there. 
  
9.3 絵解き５．２文型（知覚動詞） 
 
     I saw him run. 
 
10.1 動名詞  
 
 
 
10.2 (O)に動名詞 をとるか、不定詞をと
るか   
 enjoy,remember 等      
10.3 動名詞の意味上の主語  
 基本のキ   
 命令形、助動詞、進行形、              
         完了形の考え方   
        
11.1 従位接続詞(副詞節) 
 
 
 
  
11.2 従位接続詞（名詞節）  

 
 
 
11.3 疑問詞の場合  
12.1 群動詞  
13.1 絵解き第Ⅵ文型  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14.1 受け身（その１）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
14.2 受け身（その 2：第Ⅲ文型＋POの受
け身）  
14.3  受け身（その 3：第Ⅳ文型） 
14.4 受け身（その４：第Ⅴ文型） 
 
 
 
 
 
 
 
  
14.5  受け身(その 5:絵解き 5.1 文型、
5.2文型) 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
以下割愛 



 

 

15.1 関係代名詞  
15.2 関係代名詞の what  
15.3 関係副詞  
16.1  修飾語句  
17.1 分詞構文  
18.1 完了形  
18.2 完了形（その２）  
 
 この絵解き英文法での特徴を以下に挙げ
る。 
 絵解き英文法習得のためのパソコン上で
のコンテンツについては興味深い展開とな
った。表１は、to 不定詞の Ving フォームを
用法別に表示したものである。 
 学習者に、to 不定詞について、①名詞的
(nominal)、②副詞的(adverbial form)、③
形容詞的(adjective form)を以下のように提
示したのと同様、Ving フォームについては、
各々、④動名詞、⑤現在分詞、⑥分詞構文と
して、次のように提示できる。 
 

表１ 各アイコンの機能 

 

  
 関係代名詞については、先行詞と下図の▽
の位置関係によって、who, whom 等、どれを
使うかが詳説される。 
 
   表２ 関係代名詞の図解 

 Relative pronouns in cell ①  and ③ 

cannot be omitted. 

            Others can be omitted. 

 
 
 次に、 This is the potato based in the 
oven.は、下記の絵解きより、which wasが省
略されたものと説明すれば、理解しやすい
（途中経過の解説は割愛する）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 絵解き英文法ではこのような解説がさま
ざまな複雑な文について解説可能であり、そ
のような内容を詳説したテキストと２時間
からなる番組を作成するに至った。 
 次に、BNC 構文解析ツールについて、さま
ざまな手法により、スタイルの観点で語彙に
ついて多くの特徴語を抽出したが、統語レベ
ルに発展するのであれば、まず動詞タグに注
目できる。 
 そこで、動詞を中心とした構文の自動判別
プログラムを構築した。 
 図 2 は、動詞 look が BNC の主要な属性の
ひとつである、６つの年齢区分において頻度
分析した結果である。詳説は避けるが、年齢
の違いにより、look, look+前置詞、look+副
詞、look+形容詞の構造の出現頻度に差異が
生じていることがわかる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
図１ lookの年齢別分布図 
  （下になるにつれ年齢上がる） 
 
 
 これらのことが主要な動詞につい
て、徐々に判明したので、今後英語教
育に応用するための方法について検

①

 

②

 

③

 

④

 



 

 

討を要するところである。 
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